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プレスリリース

兵庫県立大学と山階鳥類研究所の研究チーム
は、アカハライモリのオスが繁殖期に見せる「青
紫色」の体色の秘密を解明しました。分析の結果、
この色は人の目には見えない「紫外線（UV）」を
強く反射しており、メスへの重要なサインであ
る可能性が判明しました。さらに電子顕微鏡観
察により、皮膚内のナノ構造が光を干渉させる
「構造色」によって発色していることも特定しました。本成果は、身近な両生類の進化や視覚情報の謎
を解き明かす重要な一歩となります。

1．背景
なぜアカハライモリは「色」を変えるのでしょうか？　動物たちが交配相手を惹きつけるために発達
させた形質を「二次性徴」とよびます。アカハライモリのオスでは、繁殖期になると尾や背中が鮮やか
な青紫色に変化することが知られていました。これまで、この体色の変化がメスの気を引くための重要
なサインであることは指摘されていましたが、具体的に「どのような細胞が、どうやってその色を作り
出しているのか」という詳細なメカニズムは謎に包まれていました。

2．研究の成果：見えない光「紫外線」でアピールしていた
研究チームが繁殖期のオス、非繁殖期のオス、そしてメスの皮膚を詳しく分析したところ、以下の3
つの大きな発見がありました。
紫外線反射の発見：繁殖期のオスだけが、波長350nm付近の「紫外線（UV）」を強く反射していました。
イモリの仲間は紫外線を感知できる視覚（オプシン遺伝子）をもっている可能性が高く、メスは紫外線
の反射による輝きを頼りにオスを選んでいる可能性が浮上しました。
「構造色」による発色：この色は色素によるものではなく、皮膚の中にある「虹色素胞（イリドフォア）」
内の薄い板状の構造「反射小板」が、光を干渉させることで生み出す「構造色」であることがわかりました。

アカハライモリの「恋の勝負服」は紫外線で輝く！？ 
—オス特有の青紫色、その驚きの発色メカニズムを解明—

・	 アカハライモリのオスが繁殖期に青紫色になる秘密を解明しました
・	 繁殖期のオスは効率よく紫外線を反射し、メスにアピールしている可能性が考えられます
・	 このオスの体色は、皮膚の中にある色素細胞内に薄い板状の構造があり、これが光を干
渉させて生み出される構造色であることを特定しました

図1	 繁殖期のオスは尾部を中心に青紫色に変化。

2026年4月13日

公益財団法人 山階鳥類研究所



（2/2）

細胞の「整列」と「密度」：繁殖期のオスでは、この虹色素胞が非繁殖期のオスの数倍から数十倍の
密度で存在し、さらに反射小板がきれいに皮膚表面と平行して並んでいることが確認されました。

3．技術的なポイント：電子顕微鏡で見えた「ナノレベル」の仕組み
本研究では、透過型電子顕微鏡（TEM）を用いて、皮膚の断面をナノメートル単位で観察し、「恋の
勝負服」の仕組みを明らかにしました。繁殖期のオスの虹色素胞に含まれる反射小板の厚さは約30〜
40nmと、メスの約半分（約70nm）であることが判明しました。この絶妙な「薄さ」と「整列」こそが、
短い波長である紫外線を効率よく反射するための鍵となっていたのです。また、その下層には黒色の「黒
色素胞（メラノフォア）」が密集しており、余分な光を吸収することで、表面の構造色をより鮮やかに
引き立てる役割を担っていることも明らかになりました。

4．今後の展望
本研究の結果は、アカハライモリの恋のコミュニケーションが、私たちが想像していた以上に複雑で
洗練されていることを示しています。今後、研究チームは、ホルモンがどのようにこれらの細胞を「衣
替え」させているのかという、さらなる謎の解明にも挑んでいく予定です。
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図2	 アカハライモリの雄雌の色素細胞の違い。繁殖期のオスは虹色素胞と黒色素胞が増加。	
虹色素胞の内部には、UV反射する薄い反射小板が整列する。
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